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【プロジェクト概要】
　将来、東京港での外貿コンテナ貨物と内貿ユニット貨物の大幅な増加が見込まれることから、これに対応するため
の東京港およびその周辺の円滑な道路ネットワーク整備が喫緊の課題となっている。本工事は第二航路海底トンネ
ルへの交通集中を回避する目的で、2020年東京オリンピック競技会場へのルート確保のため南北道路トンネルを新
設するものである。
　南北道路トンネルは、沈埋トンネル工法により構築される海上部（延長930.8m）、ニューマチックケーソン工法で構築
される2箇所の接続部（延長35.0m）、開削トンネル工法で構築されるアプローチ部（延長561.7mと同572.0m）と地上部
（延長230.0mと同95.0m）で構成される総延長約2,460mの道路建設プロジェクトである。
【当工区の特徴】
　当工区ではニューマチックケーソンによる立坑構築と沈埋函1函の製作沈設、それに伴う工事を行うもので、現在、
沈埋函の一次曳航、仮置に向け、艤装と、仮護岸工事を行っている。
　➢2020年東京オリンピック競技会場へのルート確保のための急速施工
　➢ニューマチックケーソン（掘削面積1187㎡、深さ31.7ｍ）よる立坑構築
　➢世界最大規模かつ前例のない曲線線形のフルサンドイッチ構造の沈埋函の製作・沈設
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